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【参考】概略診断調査のポイント 

2-1.除塵機(レーキ式) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スクリュテーク

アップの位置 軸受の位置 
エプロンの摩耗、

損傷を確認 

架台 

機側操作盤収

納箱 

上部フレームの損

傷、変形を確認 

水平コンベヤ 

伝動チェーンの摩

耗、給油状態を確認 

傾斜コンベヤ 

電動機付減速機

は手で触れて発

熱や振動を確認 

カバー 
レーキチェーンの摩

耗、給油状態を確認 

スプロケット

の摩耗を確認 

レーキの損傷、変形を確認 

（爪の部分が変形し易い） ボルトの緩み、脱

落を確認（他にも

多数あり） 

写真-9.2.16 除塵機(レーキ式)概略診断調査ポイント 

調査に支障があ

る場合は、事前に

カバーを取外し

ておく 
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表-9.2.11 除塵機（往復式） 概略診断調査表 記載例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(出典：農業水利施設の機能保全の手引き「除塵設備」) 
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【参考】概略診断調査のポイント 

2-2.除塵機(往復式) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作業時の異常音や

異常な振動を確認 

レーキの変形や摩耗、

損傷を確認 

レーキチェーンの摩耗や

給油状態を確認 

ボルトの緩みや

脱落を確認 

位置検出リミットスイッチ

の作動を確認 

軸受の給油状態

を確認 

写真-9.2.17 除塵機(往復式)概略診断調査ポイント 
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表-9.2.12 コンベヤ（ベルト式） 概略診断調査表 記載例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(出典：農業水利施設の機能保全の手引き「除塵設備」) 

 

 

 

 

 

 

コ ー ド №

調 査 者 氏 名

調 査 年 月 日

 運　転　頻　度

項目別健全度 部位別健全度

－ 清掃状態 Ｃ 目視 停 S-4 2

－ 振動 Ａ
目視、聴音、

指触
運 － 7

－ 異常音 Ａ 聴音 運 － 7

－ 作動 Ａ 目視 運 － 9

－ 8 塗装 Ｃ 目視 停 S-3 3

ベルト Ａ － 10 33 摩耗、損傷 Ａ 目視 停 S-4 S-4 5

－ 過熱、異常音、振動 Ａ
目視、聴音、

指触
運 － 7

－ 電流値 Ａ 目視 運 － -

－ 電圧値 Ａ 目視 運 － -

－ 潤滑油量 Ｂ 目視 停 8

－ 摩耗、損傷 Ａ 目視 停 S-4 5

－ 過熱、異常音、振動 Ａ
目視、聴音、

指触
運 － 7

－ 摩耗 Ａ 目視 停 S-4 5

作動 Ａ 目視 運 － 9

－ 給油 Ｂ 目視 停 － 8

スプロケット Ａ － 15 33 摩耗 Ａ 目視 停 － － 5

－ 作動 Ａ 目視 運 － 9

－ 摩耗、損傷 Ａ 目視 停 － 5

従動プーリ Ａ － 25 33 作動 Ａ 目視 運 － － 9

－ 作動 Ａ 目視 運 － 9

－ 過熱、異常音、振動 Ａ
目視、聴音、

指触
運 － 7

スカートゴム Ｃ － 10 33 摩耗、損傷 Ａ 目視 停 S-4 S-4 5

スクリューテーク
アップ

Ａ － 15 33 作動 Ａ 目視 運 － － 9

－ 作動 Ａ 目視 運 9

－ 摩耗、損傷 Ａ 目視 停 5

引綱スイッチ Ａ － 10 作動 Ａ 目視 停 9

フレーム Ｂ － 25 33 損傷、変形 Ａ 目視 停 S-4 S-4 4

カバー Ｃ － 25 33 損傷、変形 Ｂ 目視 停 S-3 S-3 4

基礎・固定　　ボ
ルト（取付ボルト

含む）
Ａ － － 33 ゆるみ，脱落 Ａ 目視 停 S-3 S-3 6

予備品 Ｃ － － 33 員数と保管状態 Ｃ 確認 停 － － 10

※　点検条件欄の「停」は停止中、「運」は運転中、「断」は電源遮断状態を示す。

施 設 名 Ｈ揚水機場

用 途 塵芥除去 ○○コンサルタンツ（株）

　コンベヤ（ベルト式）　概略診断調査表

機 器 名 称 コンベヤ（ベルト式） 平成○年○月○日

号 機 名 傾斜コンベヤ 形式

　　　　不明
製 造 者 ○○株式会社

製 造 番 号 不明

参考
調査項

目NO.

製 造 年 月 日 1979年　1月 　　－　回／年程度 　　　　　－　回／月程度

装

置
区
分

調

査
部
位

点検
条件

調査結果
部
位
重

要
度

詳

細
部
位

参考
耐用

年数

納入後又

は交換後
の

経過年数

調査項目

劣
化
影

響
度

調査方法 許容値又は判定基準

S-3

異常な振動がないこと

異常な音がないこと

ベルトの蛇行がないこと

さび、ふくれ、われ、はがれがないこと

①ひどい汚れ・油の付着が無いこと
②ゴミ、土砂、流木等がないこと

著しい摩耗、損傷がないこと

電動機直結
減速機

Ａ 25 33

通常運転時に比べ大幅な変化がないこと

ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ

全体 Ａ 33

伝動チェーン Ａ 15 33

駆動プーリ Ａ

キャリア・リタン
ローラ

Ｂ 10 33

20 33

－

①通常の電流値に較べ、大幅な変動がないこ
と
②定格電流値以下であること

定格電圧に対し、およそ±10％の範囲内であ
ること

油量が適正で汚れがないこと

著しい摩耗、損傷がないこと

S-4
通常運転時に比べ大幅な変化がないこと

－
著しい摩耗、損傷がないこと

異常な摩耗がないこと

作動に異常がないこと

S-4作動に異常がないこと

チェーン表面に油気が欠乏していないこと

異常な摩耗がないこと

スクレーパ Ｃ 15

回転に異常がないこと

作動に異常がないこと

軸受 Ａ 15 33

円滑に作動すること

員数があっていること
発錆がないこと

－
通常運転時に比べ大幅な変化がないこと

著しい摩耗、損傷がないこと

作動に異常がないこと

正常に作動にすること

異常な損傷、変形がないこと

異常な損傷、変形がないこと

ゆるみ、脱落がないこと

著しい摩耗、損傷がないこと
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【参考】概略診断調査のポイント 

3-1.コンベヤ(ベルト式) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スクリューテークアッ

プは作動状況を確認 

スカートゴムは

摩耗、損傷を確認 

軸受は作動、加熱、異

常音、振動を確認 

従動プーリは作

動状況を確認 

引綱スイッチは作動

状況を確認 

フ レ ー ム は 損

傷、変形を確認 

キャリアローラは摩耗、

損傷、作動状況を確認 

電動機内蔵駆動プーリは

表面のゴムの摩耗、損傷、

軸受部の発熱を確認 

ベルトの摩耗、

損傷を確認 

スクレーパは作動、

摩耗、損傷を確認 

写真-9.2.18 コンベヤ(ベルト式)概略診断調査ポイント 


